
みなべ・田辺の梅システム世界農業遺産フォーラムin東京
～伝統農法が育む「紀州の梅」でもっと元気～

和歌山の梅の魅力を首都圏の人たちに知ってもらおうと、11月19日、イイノホール（東京都千代田区）で、
「みなべ・田辺の梅システム 世界農業遺産フォーラムin東京」を開催しました。フォーラムでは「伝統農法
が育む『紀州の梅』でもっと元気」をテーマに4名の方に持続可能な農業や、梅の機能、楽しみ方など幅広
くご講演いただきました。また、同会場において、みなべ・田辺地域等の梅販売事業者による梅製品の展
示販売「うめぇ！うめまつり」も開催されました。
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